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委員会審査報告書  

 

本委員会に付託された事件の審査結果を宗像市議会会議規則第１１０

条の規定により報告します。 

 

 

記 

 

第 73 号議案 宗像市職員等の旅費及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例について 

 

  職員等の出張に係る宿泊料の適正化を図るため、条例の一部を改正す

るものである。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 宿泊料について、国家公務員等の旅費に関する法律の運用基準に準

拠し、現行の特別職１６，０００円、一般職１４，０００円を、それ

ぞれ１３，１００円、１０，９００円に改正、地島及び大島について

は実勢価格を参考に、現行の１万円を９，０００円に改正する。 

２ 職員又は職員以外の者が市の機関の依頼に応じ、公務の遂行を補助

するために証人、鑑定人、参考人、通訳等として旅行した場合は、そ

の者に対し実費を弁償していたものを旅費支給に改める等、その他の

条文の見直しも行っている。 

３ 改正の内容については職員労働組合と協議済みである。 

４ この条例は、平成２８年１０月１日から施行する。 

 

【意  見】 

（賛成意見） 

・税金の使い道については市民の目も厳しくなっている。今回の改正で

は特別職の宿泊料は一般職より金額が高くなっているが、格差をつけ

るべきではないと考える。今後、改正を行う際は、その点を十分考慮

していただくことを要望する。 

１  

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 74 号議案 

 

 

学校教育法等の一部を改正する法律の施行に伴う関

係条例の整備に関する条例について 

 

  学校教育法等の一部を改正する法律が施行されたことに伴い、関係条

例の一部を改正するものである。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 現行の小中学校に加え、小学校から中学校までの義務教育を一貫し

て行う義務教育学校が新たな学校の種類として規定されたことにより、

関係条例（宗像市若年者専修学校等技能習得資金貸与条例、宗像市体

育施設条例、宗像総合市民センター条例、宗像ユリックス総合公園条
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例、宗像市渡船条例、宗像市大島観光休憩所条例、福岡県大島港大島

海洋体験施設管理条例、宗像市放課後児童健全育成事業の設備及び運

営に関する基準を定める条例）を改正するものである。また、その他

の学校の種類についても、文言の整理を行う。 

２ 条例改正に際しては、市内に住民票がある児童生徒が義務教育学校

等に通学する場合、義務教育学校等の児童生徒が社会科見学等で本市

の公共施設を利用する場合を想定し、整理を行った。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 75 号議案 宗像市ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の

一部を改正する条例について 

 

  児童扶養手当法施行令の一部が改正されたことに伴い、条例の一部を

改正するものである。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

今回の改正は、引用する法の項番号が改められたことに伴うものであ

り、ひとり親家庭等医療費の支給に係る制度の変更はない。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 


